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１．研究実施の概要 

 工学者と表現者のコラボレーションを通して、デジタルメディアを用いた芸術表現の基

盤となる技術の開発を目的とし、絵画や写真などの視覚表現技術を対象として、デジタル

技術の側面から作品制作のプロセスに分析を加えるとともに、新たな発展形を模索し、い

ままでにない道具とメディアを研究開発することを目的としている。 

 「人はなぜ絵を描くのか？」という疑問から、「描く」プロセスの楽しさや発見に注目し、

主体がどのように対象を見つめ、どのように絵として描き、なにをそこから学習している

のかについてまず考え、そこから 3つの研究テーマを導き出した。 

1）油画の描画プロセスにおける画家の技法・媒体をシミュレーションする。 

2）絵画制作過程を把握し、油絵具を用いて描画を行うロボットの研究開発をする。 

3）イメージによる体験の印象化を行うソフトウエア環境の研究開発を行う。 

 今後、これらの成果を統合することで、数年後に子供とコラボレーションしながら絵を

描くことのできるロボットを研究開発する予定である。 

 17 年度はこれらの分析研究を進め、実際に実験的に検証するためのソフトウエア、ハー

ドウエアを研究開発し、実際にそれを利用しながら、研究を進めた。 

 この研究は、人間が行っている描画行為を機械によって模倣することが目的ではなく、

「人間がこれらのツールやメディアを扱うことで、どのように自己を拡張させることがで

きるのか？」を最終的な目標としている。 

 その上では、理解について、人間の意識や心についての研究を行っている認知心理学分

野や脳内での情報伝達のプロセスを研究している脳科学等との連携を行うと共に、また実

際に人間が触れることのできるインターフェイスによってさまざまな驚きを提供している

メディアアート等の分野、および美術教育の現場との接点を広げる必要があり、そのため

の機会をさまざまに設けた。 

 

２．研究実施内容 

 17 年度は、初年度に大きく掲げていた「科学技術と芸術の融合」「美術表現のデジタルメ



ディア化」という目標から、「人はなぜ描くのか？」というテーマに集中し、各分野から広

く知見を収集する機会を多く設け、各研究室の専門性を活かして研究をすすめた。 

 「描く」という行為を分析するにあたって、1年間の研究実績をふまえ、以下の 4つのア

プローチを行った。 

外側から→ロボットによる描画行為シミュレーション（東京大学池内研究室） 

材料から→油絵描画シミュレーション（東京工業大学中嶋・齋藤研究室） 

内側から→油画像生成アルゴリズム（埼玉大学近藤研究室） 

コミュニケーションから→線画ロボットによるシミュレーション（東京藝術大学藤幡研究

室） 

 また、工学系研究者が「描く」行為を自ら体験し、絵画技法、美術史のレクチャーをう

ける機会を複数回設けたことも研究手法の創出という観点から特筆されるべきことだった

といえる（本紙「§５主催したワークショップ」参照）。 

 これまで 2 年間の研究実施内容につい

ては、本年 1 月 19 日に「『描く』を科学

する」と題して行われたシンポジウムで

初めて報告した。 

 東京大学池内研究室による「ロボット

による描画行為のシミュレーション」の

発表では、ドットちゃんに関する研究成

果が報告された。池内研究室では、

「Analysis by Synthesis」という研究手

法によって、ロボットによる描画システムの構築を通じて人間の描画過程を解明してきた。

そして描画行為を「三次元モデルの獲得」→「描画情報の抽出」→「絵筆や絵具を使った

描画」という三段階に階層化し、このモデルを実装した描画シミュレーションを実現して

いる。今後の課題としては、「多視点画像から三次元モデルの生成」「よりリッチな描画情

報の抽出」「器用な描画動作の実現」が挙

がっている。 

 埼玉大学近藤研究室による油画像生成

アルゴリズムの研究は、岩田誠（神経心理

学）の研究に基づいて、「視覚に基づく絵

画の特徴分析とパラメーター変換の提案」

として、近代以降の絵画にみられる、視覚

認知プロセスをもとに、パラメトリックに

画像をシミュレーションするモデルを実

験的に提案した。 



 東京工業大学中嶋・齋藤研究室による「油絵描画のシミュレーション」は、油絵具によ

る描画を、「筆」→「キャンバス」→「光線」という三段階に階層化し、このモデルを実装

したデモンストレーションとして報告された。「筆」のシミュレーションは、接触面を三層

に分けた研究に基づき、「キャンバス」は、流体力学から格子ボルツマン法の知見を援用し、

「光線」に関しては、Kubelka-Munk の混色理論を用いている。筆圧の反映、凹凸感のより

リアルな再現、高速化といったことが今後の課題として挙がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究実施体制 

油絵描画シミュレータ・グループ 

① 研究分担グループ長：中嶋 正之（東京工業大学情報理工学研究科、教授） 

② 研究項目：油絵の物理的シミュレーションに関する研究 

 

油絵描画ロボット・グループ 

① 研究分担グループ長：池内 克史（東京大学大学院情報学環、教授） 

② 研究項目：ロボットに実際の絵筆を持たせて絵を描かせる研究 

 

空間把握過程解析・グループ 

① 研究分担グループ長：藤幡 正樹（東京藝術大学美術学部、教授） 

② 研究項目：多視点カメラ等による外界の空間把握に関する研究 

 

研究情報統括・グループ 

① 研究分担グループ長：藤幡 正樹（東京藝術大学美術学部、教授） 

② 研究項目：工学系と芸術系を横断するその手法に関する研究 

 

４．主な研究成果の発表 
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